
あ
っ
て
、
各
れ
も
切
魯
諺
μ
↓
霧
窪
9
0
h
H
b
一
①
葺
蝕
。
詳
巴
跨
h
h
9
富

の
獲
刊
に
な
る
も
の
で
あ
る
。

　
本
著
は
、
多
く
公
文
書
を
基
礎
、
こ
し
，
そ
の
叙
述
充
分
に
詳
細

に
し
て
、
し
か
も
葉
者
を
し
て
根
本
事
情
を
曖
昧
な
ら
し
む
る
程

複
雑
な
ら
す
、
よ
く
そ
の
中
庸
を
得
、
公
僕
を
旨
ε
し
て
全
く
蕪

派
的
國
民
的
感
情
よ
り
超
越
し
て
居
る
。
し
か
も
著
者
は
、
史
學

の
造
詣
深
き
上
に
、
文
學
的
才
能
に
勝
れ
，
外
交
、
飛
行
に
多
大

の
實
際
的
経
験
を
有
す
る
人
な
れ
ば
、
旧
著
が
甚
だ
優
秀
な
る
も

の
で
あ
る
事
は
言
を
ま
た
な
い
。

　
前
著
に
重
て
著
者
は
、
國
際
閥
係
の
見
地
に
立
っ
て
、
一
、
九
一

四
年
ミ
一
九
二
〇
年
ε
の
世
界
を
比
較
し
て
居
る
。
郎
ち
、
大
戦

前
に
調
て
は
、
経
濟
上
軍
事
上
、
欺
洲
が
國
際
關
係
の
中
心
で
あ

っ
た
が
、
大
匙
に
よ
る
疲
弊
は
、
野
洲
列
強
の
．
．
｝
お
σ
q
O
ヨ
O
昌
鴇
O
馬

8
昌
8
博
覧
を
破
埋
…
せ
し
め
、
歓
洲
は
孕
ば
放
棄
さ
れ
大
陸
ミ
な
っ

て
し
ま
つ
江
こ
の
悲
観
的
結
論
を
奥
へ
て
居
る
。

　
後
前
に
於
て
は
、
前
著
に
於
る
結
論
を
適
用
し
て
最
近
の
國
際

紫
野
を
論
述
し
て
居
る
。
國
際
聯
盟
會
議
の
如
き
、
最
近
生
れ
出

た
國
際
的
樺
威
に
話
し
て
略
述
し
た
後
、
世
界
を
、
西
駄
、
東
欧

　
　
　
第
十
一
、
巻
　
　
紹
　
　
　
介

回
教
世
界
、
熱
帯
ア
フ
リ
カ
、
極
東
及
太
不
洋
の
五
部
に
分
ち
．

こ
の
腿
分
に
從
っ
て
、
最
近
の
國
際
事
傭
を
叙
優
し
て
居
る
。
完

全
な
る
ビ
ブ
リ
オ
グ
ラ
ヒ
ー
を
附
し
、
重
要
な
る
條
約
、
登
冨
な

る
地
滑
の
附
加
ε
相
ま
っ
て
，
護
者
の
了
解
を
容
易
な
ら
し
め
て

房
る
。
要
す
る
に
本
塁
は
、
最
近
削
際
驕
係
史
に
吃
る
模
範
的
良

著
な
り
ミ
す
べ
く
，
し
か
も
今
後
、
乱
塾
績
酷
き
る
、
断
定
で
あ

る
事
は
、
申
入
の
酷
な
る
宴
悦
を
感
ず
る
所
で
あ
る
。
〔
以
上
大
村
〕

囎
蜘
獄
過
去
よ
り
現
代
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
丈
學
博
士
　
　
一
ご
浦
　
　
周
行
著

本
書
は
著
者
三
浦
博
士
の
歓
米
見
聞
記
で
あ
っ
て
、
博
士
は
大

正
十
一
年
の
春
よ
り
年
の
暮
に
か
け
て
、
大
戦
後
、
動
揺
の
爾
ほ

臆
ま
ぬ
歓
米
の
地
を
巡
り
て
、
其
適
量
の
奥
學
の
立
揚
よ
り
、
彼

地
の
歴
史
墨
研
究
、
諸
種
教
化
機
能
、
其
他
國
家
魔
會
の
奥
底
に

潜
流
し
て
み
る
戦
後
の
氣
蓮
を
観
察
し
、
蹄
來
後
筆
ケ
執
り
、
一

部
、
雑
誌
に
登
表
し
た
も
の
を
も
合
せ
復
し
た
も
の
こ
れ
で
あ
る
。

一
年
に
満
た
ざ
る
巡
遊
ε
は
言
へ
、
諸
種
の
方
面
に
擬
察
を
向
け

而
も
一
般
族
行
記
の
類
噌
こ
其
趣
ケ
異
に
す
る
の
は
、
博
士
の
學
問

　
　
　
　
　
　
　
　
第
一
四
號
　
　
　
一
｝
血
一
　
（
山
脚
五
｝
血
∀



　
　
　
第
十
一
巻
　
　
紹
　
　
　
介

ε
其
よ
り
観
た
る
問
題
が
こ
・
に
取
扱
は
れ
て
る
る
爲
め
で
あ

る
。

　
予
は
濁
逸
に
あ
っ
て
博
土
が
英
國
よ
り
海
を
渡
り
、
和
蘭
を
経

て
來
ら
れ
る
の
を
伯
林
騨
頭
に
お
迎
へ
し
た
こ
、
こ
が
あ
る
。
當
時

猫
逸
に
あ
っ
て
は
、
外
転
人
は
其
入
國
ミ
居
往
に
つ
い
て
煩
累
に

心
え
ぬ
手
離
を
必
要
S
し
た
が
、
其
聞
に
あ
っ
て
も
旅
の
疲
を
休

む
る
暇
も
な
く
、
寸
隙
を
惜
ん
で
、
蕃
地
の
桑
蚕
、
古
文
書
館
，

並
に
地
方
圖
書
館
を
臨
け
廻
は
れ
る
博
士
の
熱
心
ご
精
鋤
ぶ
り
に

は
大
に
驚
い
た
。
欧
人
は
往
々
敏
捷
な
る
巡
歴
者
を
評
し
て
亜
米

利
加
人
の
如
し
く
」
云
ふ
が
俊
敏
に
於
て
敢
て
譲
ら
な
い
日
本
入
の

内
に
て
も
，
博
士
は
短
日
月
を
最
も
有
効
に
用
e
て
、
史
學
敏
室

博
物
館
、
史
蹟
を
巡
歴
し
、
斯
斯
の
大
家
新
進
研
究
者
ε
會
談
し

設
備
、
研
究
方
法
乃
棄
學
聞
の
趨
勢
を
も
調
査
し
、
聴
取
も
さ
恥

た
の
で
，
其
異
常
な
る
活
動
の
結
果
¶
こ
牧
獲
ミ
は
本
書
の
到
る
施

に
見
る
こ
ε
が
同
憂
る
。

　
本
書
牧
む
る
篇
目
は
、
鰍
米
の
史
風
、
史
墨
研
究
室
、
古
文
書

館
、
博
物
館
、
史
蹟
港
物
保
存
、
墨
會
，
夏
期
講
演
、
大
塾
教
授

學
生
生
活
、
其
他
ム
ツ
ソ
リ
ー
民
ε
語
る
、
ス
パ
イ
、
書
騨
、

　
　
　
　
　
　
　
　
、
第
四
號
脚
　
　
　
一
五
二
　
　
（
六
五
六
）

國
民
的
信
仰
等
の
十
撒
篇
よ
り
成
っ
て
み
る
。
其
内
に
は
歓
米
に

於
け
る
戦
後
史
墨
の
盛
衰
、
文
化
史
経
濟
史
研
究
に
封
ず
る
風
評

或
は
史
察
研
究
室
に
於
け
る
墨
生
擢
導
の
金
融
、
古
文
書
記
録
保

存
方
法
、
各
地
古
文
書
館
博
物
館
に
於
け
る
日
本
実
料
の
歴
訪
、

米
猫
史
學
大
家
の
風
貌
等
の
記
事
が
あ
り
、
蛍
窓
を
離
れ
て
は
天

下
嵐
雲
兇
ム
ッ
ソ
リ
ー
ニ
の
面
目
、
戦
後
鏡
敏
ε
な
れ
る
國
際
警

察
、
軍
事
探
偵
等
興
味
あ
る
話
題
を
有
っ
て
み
る
。

　
こ
れ
を
護
む
に
、
博
士
が
我
國
史
學
を
代
表
し
て
み
る
東
京
帝

國
大
學
史
料
編
纂
掛
，
京
都
帝
國
大
畢
國
史
研
究
室
に
あ
っ
て
多

年
史
墨
研
究
に
芋
頭
さ
る
Σ
傍
其
設
備
ε
方
法
の
臨
め
に
苦
慮
確

心
さ
れ
た
後
。
幅
た
び
愚
で
転
結
米
土
盛
の
諸
中
心
を
巡
遊
し
親

し
く
受
け
た
感
銘
を
記
録
さ
れ
た
の
が
本
書
で
あ
る
だ
け
に
、
其

素
地
既
に
他
ミ
異
り
其
印
象
の
清
新
な
も
の
が
あ
る
を
窺
ひ
得
る

の
で
あ
っ
て
本
書
が
一
般
族
行
記
ε
異
り
、
叉
五
流
な
案
内
記
ミ

同
一
に
見
る
こ
、
こ
の
出
來
ぬ
所
以
も
こ
・
に
あ
る
。
從
っ
て
讃
者

は
最
近
史
畢
の
組
織
的
な
記
述
や
論
断
を
聞
く
よ
り
も
寧
ろ
此
書

に
よ
つ
て
著
者
を
通
じ
て
泰
西
現
時
の
史
學
の
鮮
明
な
印
象
S
肚

會
の
グ
リ
ン
プ
ス
を
得
る
こ
ミ
が
出
來
る
で
あ
ら
う
。
本
書
挿
入



の
幾
多
の
諸
國
風
物
，
著
者
探
訪
の
諸
史
料
の
窮
虞
亦
珍
ら
し
く

歓
米
曾
遊
の
人
に
も
未
見
の
入
に
ミ
つ
て
も
、
興
味
あ
る
二
物
で

あ
，
る
。
（
四
六
版
五
〇
〇
頁
、
内
外
出
版
株
式
會
古
傷
行
、
償
三
、

八
○
）
〔
西
田
〕⑭

漢
　
式
鏡

後
藤
守
一
著

　
題
目
の
著
が
日
本
考
古
學
大
系
の
第
一
巻
ε
し
て
刊
行
せ
ら
れ

た
。
先
史
，
原
史
、
有
史
の
昏
時
代
に
亘
っ
て
早
期
夏
ら
に
数
巻

の
遣
物
を
編
即
す
る
も
の
、
第
一
歩
、
こ
し
て
今
ま
漢
式
鏡
の
編
著

を
見
る
も
の
で
あ
る
が
、
本
冊
は
菊
版
九
百
飴
頁
に
牧
む
る
に
第

一
、
第
二
の
爾
編
ε
し
，
葡
者
に
は
漢
式
事
に
封
ず
る
解
設
嚇
こ
し

て
更
ら
に
＋
一
項
に
分
ち
我
が
國
に
於
け
る
漢
式
鏡
の
研
究
、
二

曲
鏡
定
見
史
、
部
分
名
及
び
文
様
の
遜
別
，
型
式
の
分
類
、
年
代

の
考
定
，
本
邦
内
地
に
於
け
る
漢
式
鏡
獲
見
地
名
表
、
内
地
獲
掘

漢
式
鏡
各
説
，
支
那
鏡
の
三
越
、
朝
鮮
登
掘
の
古
鏡
、
日
本
内
地

畿
羅
漢
式
鏡
の
文
化
史
的
研
究
等
で
あ
っ
て
後
者
は
漢
式
鏡
關
係

論
文
の
摘
蓮
で
あ
る
。
以
上
の
論
明
を
助
く
る
に
約
七
百
の
挿
圖

を
以
て
さ
れ
て
み
る
。

　
　
　
第
十
一
巷
　
　
紹
　
　
　
介

　
亜
種
の
試
み
は
無
効
に
憲
す
も
の
・
最
も
必
要
ミ
す
る
も
の
で

あ
っ
て
本
冊
は
邸
ち
漢
式
鏡
に
鋤
す
る
凡
て
を
網
羅
せ
る
資
料
編

ε
す
べ
く
、
近
時
、
漢
式
鏡
に
謝
す
る
研
究
の
廉
々
其
の
微
に
入

る
に
當
り
本
冊
の
刊
行
さ
る
・
を
見
る
は
最
も
時
機
に
適
し
た
る

も
の
ε
云
ふ
べ
く
、
編
者
の
忠
實
な
る
資
料
摘
要
は
斯
學
者
の
好

適
な
る
備
忘
録
に
外
な
ら
な
い
。
（
東
京
市
益
田
匿
今
川
小
路
、
雄

山
閣
爽
行
，
定
便
九
圓
）

趣
樂
浪
郡
時
代
の
逡
蹟
（
圖
版
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
朝
鮮
総
督
府
道
版

　
古
蹟
調
査
特
別
報
告
第
四
冊
ミ
し
て
題
名
の
囲
版
上
下
爾
慢
が

刊
行
せ
ら
れ
た
．
、
野
冊
の
包
括
す
る
畠
物
の
主
要
な
る
も
の
は
大

正
五
年
、
面
諭
貞
博
士
，
谷
井
濟
一
氏
等
に
よ
っ
て
學
術
的
獲
掘

の
あ
っ
た
北
鮮
大
同
江
絆
の
有
婦
な
る
古
墳
墓
鍬
基
の
強
物
ε
同

附
近
出
土
の
重
要
な
る
遺
物
ミ
を
網
羅
さ
る
・
も
の
で
あ
っ
て
、

就
中
、
大
同
工
面
第
九
號
墳
の
出
土
確
証
の
如
き
は
驚
異
す
べ
き

も
の
が
あ
る
。
剛
率
、
慧
物
の
一
部
分
に
就
て
は
時
々
引
謹
さ
る

、
も
の
あ
っ
て
、
其
の
綜
合
的
畿
表
を
期
待
す
る
こ
ε
切
實
で
あ

第
四
號
　
　
　
一
｝
血
一
二
　
（
山
脚
｝
工
七
）
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